
  （2026年7月13日～2026年7月19日）

◎ ：警報レベル　 ○ ：注意報レベル

 ○手足口病が警報レベル（参考値）になりました。

第28週 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第1～29週  ○トピックスで、「手足口病」について掲載しています。
内科・小児科   (定点医療機関数) (38) (7) (10) (4) (6) (11)

486 5 31 5 4 21 5 1

0.13 0.13 0.82 0.71 0.40 2.10 1.25 0.17

7006 36 51 7 6 8 16 1 16 25 5 3

1.87 0.92 1.34 1.00 0.86 0.80 1.60 0.25 2.67 4.17 0.42 0.27

　　　         　(定点医療機関数) (25) (6) (7) (3) (3) (6)

976 6 4 6 3 1

0.43 0.23 0.16 0.86 0.43 0.33 警報・注意報の基準値（参考値）

901 13 8 3 4 1 1 4 7 1

0.40 0.50 0.32 0.50 0.57 0.14 0.33 ◎1.33 ◎2.33 0.14

4258 74 79 24 24 18 19 2 4 16 27 14 5

1.89 2.85 3.16 4.00 4.00 2.57 2.71 0.67 1.33 ◎5.33 ◎9.00 2.00 0.83

9669 65 92 19 26 20 31 3 7 12 14 11 14

4.29 2.50 3.68 3.17 4.33 2.86 4.43 1.00 2.33 4.00 4.67 1.57 2.33

867 18 6 10 2 4 3 1 1 1 2

0.38 0.69 0.24 ○1.67 0.33 0.57 0.43 0.33 0.33 0.33 0.29

20557 105 200 36 74 14 45 1 10 10 24 44 47

9.12 4.04 ◎8.00 ◎6.00 ◎12.33 2.00 ◎6.43 0.33 3.33 3.33 ◎8.00 ◎6.29 ◎7.83

185 2 2

0.08 0.08 0.29

756 11 13 4 3 1 5 1 1 1 2 4 2

0.34 0.42 0.52 0.67 0.50 0.14 0.71 0.33 0.33 0.33 0.67 0.57 0.33

5161 45 82 7 11 12 19 1 10 18 16 33

2.29 1.73 3.28 1.17 1.83 1.71 2.71 0.33 3.33 ◎6.00 2.29 5.50

104 1 1 1 1

0.05 0.04 0.04 0.17 0.14

(定点医療機関数) (8) (1) (3) (1) (1) (2)

2 令和7年第15週から、国の新しい基準が発出されるまでの間、
0.00 警報・注意報の基準値については参考値として取り扱います。

379

0.55

(定点医療機関数) (10) (2) (2) (1) (2) (3)

8

0.02

2

0.00

127 ・定点把握感染症の定点当たり報告数グラフ・全数把握感染症の

0.26  年間累積数については別紙（グラフページ）をご覧ください。

11 ・ウイルス分離・検出状況については、衛生研究所のHPをご覧ください。

0.02 ・感染症のＣＳＶデータは、衛生研究所HPからダウンロードできます。

25

0.05

　・表中の数値　上段：報告数　下段：定点当たり報告数 ・定点当たり報告数が、▲：2週連続増加、△：今週増加、▼：2週連続減少、▽：今週減少　
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 山形県感染症発生動向調査 週報
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 開始 終息

 インフルエンザ  30  10  10

 咽頭結膜熱  3  1  -

 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  8  4  -

 感染性胃腸炎  20  12  -

 水痘  2  1  1

 手足口病  5  2  -

 伝染性紅斑  2  1  -

 ヘルパンギーナ  6  2  -

 流行性耳下腺炎  6  2  3

 急性出血性結膜炎  1  0.1  -

 流行性角結膜炎  8  4  -

疾 病 名
警報レベル 注意報

レベル
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内科・小児科 ～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 合計 　第29週における手足口病の県定点当たり報告数は8.00で、2年ぶりに

1 1 2 2 4 2 3 6 3 警報レベルの基準値（参考値）を上回りました。保健所別では最上保健所

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 以外の4保健所で警報レベルとなっています。

5 1 1

～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳

C

O

V

I

D

-

1

9

2 2 4 2 2 4 3 7 4 11 1

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～

2 2 1 3 1

～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20歳～

ＲＳウイルス感染症 1 1 1 1 4

咽頭結膜熱 2 4 2 8

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1 3 6 7 13 15 7 9 3 14 1 79

感染性胃腸炎 1 11 17 10 11 6 10 4 1 4 4 10 3 92

水痘 1 1 2 2 6 　手足口病は主にエンテロウイルスによる感染症で、潜伏期間は3～5日

手足口病 1 16 110 48 11 5 5 3 1 200 です。乳幼児を中心に、夏季に流行します。

伝染性紅斑 2 2

突発性発しん 4 5 3 1 13 　手のひら、足底、足の甲や口の中などに2～3㎜の

ヘルパンギーナ 1 7 31 26 7 5 1 1 2 1 82 水疱を伴う複数の発疹が現れ、3人に1人は38℃

流行性耳下腺炎 1 1 以下の発熱がみられます。ほとんどは3～7日のうちに症状は治まりま

すが、まれに髄膜炎、脳炎、心筋炎などの合併症を起こし重症化する場合

があるので注意が必要です。特別な治療法はなく、対症療法が行われます。

また、口の中の水疱により食事や水分が十分にとれず、脱水症状になるこ

とがありますので、工夫して食事や水分補給を心がけましょう。

山形市 村山 最上 置賜 庄内

1 　感染経路は飛沫感染、接触感染、糞口感染（便で排泄されたウイルスが

1 口に入って感染すること）です。現在、有効なワクチンはないため、日頃

1 1 1 からしっかりとした手洗いが大切です。

1 　感染したら、症状が改善した後も2～4週間は便にウイルス

が排泄されるため、特におむつ交換時は手袋を着用する

などして排泄物を適切に処理し、処理後は流水と石けんで

しっかりと手を洗いましょう。また、タオルの共用は避けま

しょう。

梅毒

百日咳 ワクチン接種歴：4回（1）

                                                                                               山形県感染症発生動向調査 週報

＜定点把握感染症　年齢別報告数＞
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＜トピックス＞

2026年 第29週 

型別：O血清群不明 VT2（1）

小
児
科
定
点

インフルエンザ

＜全数把握感染症＞

感 染 症
報 告 数

備　考

結核

腸管出血性大腸菌感染症

図 手足口病定点当たり報告数 （2021年～2026年現在）

手足口病が警報レベルを上回りました
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全国（2026年） 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

警報開始基準値

（参考値）

警報終息基準値

（参考値）

手足口病とは

症状と治療

感染経路と予防方法

上記は厚生労働省のウェブサイトを加工・編集して

作成しています。詳しくはこちらをご覧ください
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https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/hfmd.html


全国 累積
（県）

第28週 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第28週 第29週 増減 第1～29週

急性呼吸器感染症定点

内科・小児科　　　　　  (定点医療機関数) (37) (7) (10) (4) (5) (11)

194438 2029 2065 500 554 420 446 258 286 393 393 458 386

52.25 53.39 55.81 71.43 79.14 42.00 44.60 64.50 71.50 78.60 78.60 38.17 35.09

・表中の数値　上段：報告数　下段：定点当たり報告数

・定点当たり報告数が、▲：2週連続増加、△：今週増加、▼：2週連続減少、▽：今週減少　

2026年 第29週 

感 染 症
山 形 県 山形市保健所 村山保健所 最上保健所 置賜保健所

▽ 67342

＜定点当たり報告数グラフ＞

▲

＜定点把握感染症＞

＜定点把握感染症 年齢別報告数＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県感染症発生動向調査 週報

庄内保健所

急性呼吸器感染症 ▲ ▲ ▲

【急性呼吸器感染症サーベイランス（症候群サーベイランス）】
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急性呼吸器感染症（ARI）

サーベイランスについて

ARIサーベイランスは、症例定義※に一致する患者数の発

生を把握する症候群サーベイランスです。

※咳嗽（がいそう）、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁、鼻閉のいず

れか１つ以上の症状を呈し、発症から10日以内の急性的

な症状であり、かつ医師が感染症を疑う外来症例

詳しくは

厚生労働省HPへ

診
察

診
断
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体
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不
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報告対象に追加

4
月
7
日
以
降

他

他

平時より、①流行しやすい急性呼吸器感染症の発生動向

の把握、②未知の呼吸器感染症が発生し増加し始めた場合

に迅速に探知する体制の整備、③国内の急性呼吸器感染症

の発生状況について、国民や医療関係者の皆様へ情報が

共有できる体制を整備するために、急性呼吸器感染症が

2025年４月７日から五類感染症に位置づけられ、サーベイ

ランスが始まりました。

ARIサーベイランスにおける対象感染症は、インフルエン

ザ、COVID-19、RSウイルス感染症、咽頭結膜熱、ヘルパ

ンギーナ、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎に加え、新たに五類

感染症に位置づけられた「（診断名のつかない）急性呼吸器

感染症」となります。

急性呼吸器感染症定点 1～ 5～ 10～ 15～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～

内科・小児科    4歳 9歳 14歳 19歳 29歳 39歳 49歳 59歳 69歳 79歳

感 染 症

1052 432 165152 急性呼吸器感染症 3034 26 2065

山 形 県

第29週

39 22 56

80歳～0歳 合計

20 37
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html

